
１ 評価機関

平成19年10月1日～平成20年1月31日

2 評価対象事業者

種別：

定員（利用者人数）： 名

TEL

3 評価結果総評（利用者調査結果を含む。）

◆ 特に評価の高い点

◆ 特に改善を求められる点
常勤職員は、「保育所運営にあたっての基本的な考え方」という文書の中で、基本方

針や保育目標などの説明を受けたり、文書を渡されたりしていますが、２０名強いる非
常勤職員は、夕方の集まりのときに口頭で説明を受けている程度です。常勤、非常勤職
員を問わず、理念や基本方針などの大切な事がらについては、全職員に同じように周知
徹底を図っていくことが大切です。今後、職員会議のあり方や連絡の方法などを検討し
ていくことを望みます。

保護者が園を十分理解するためにも、園の考え方を十分知ってもらう努力が必要で
す。「入園のしおり」や「園だより」などに基本方針や保育目標が記されていますが、
周知するには、これだけでは十分とはいえません。園の大事な事がらですので、理念や
基本方針、目標がはっきりわかるように、文書の配布、保護者会での説明など、さまざ
まな手段を通して周知の徹底を図ることを望みます。

職員の対応について、マニュアルなどの作成はまだ不十分ですが、職員や利用者から
の意見や提案については職員会議で話し合ったり、改善策を検討したりしています。

早急にマニュアルの整備を望みます。また、運用しながら状況に応じて職員や利用者
からの意見や提案を反映した見直しを行ったり、その実績記録を残したりするしくみを
構築することを期待します。

名 称

代表者氏名

所 在 地

浦安市立ふたば保育園 保育所

宮崎 玲子 110

047-723-2828千葉県浦安市北栄4-1-16

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果

名 称

所 在 地

評価実施期間

株式会社 学研Ｒ＆C

東京都大田区仲池上1-17-5 学研第２ビル

主任、保育士、保育リーダーの構成で事故対策委員を設置しています。ハード面の事
故防止については、門は電気錠で施錠し、警備会社による２４時間警備をしています。
また、非常通報装置並びに火災通報装置を設置しています。

この地区は待機児が多い状態にあります。そこで、１歳児は定員１２名ですが次年度
は３名増やして１５名にする予定があるなど、できるだけ地域の福祉ニーズを満たすよ
う努めています。また、保護者に給食を食べてもらいアンケートをとって、その結果は
分析し献立策定に生かしています。登園、降園の際も積極的に保護者とのコミュニケー
ションを図っています。個人面談、懇談会は年２回実施して、保護者の意見・要望を把
握するとともに、父母会との連携も重視し、保育に反映しています

入園内定時には、｢入園のしおり」のほか、０・１歳用、２・３歳用、４・５歳用の
年齢別資料を用意したり、面接は面接設問表を使って行ったりするなど、細かい配慮を
しています。

また、市の事業者評価を受審するに先立って、事業者評価チーム（園長を含む）を編
成し、受審の準備からフィードバック・レポートの分析・検討まで行う態勢を取るな
ど、サービス向上への姿勢や取組が見て取れます。

さらに、食育担当者を決めて、食育計画をもとに系統立てて食育に取り組んでいま
す。各保育室とも、落ち着いた雰囲気で食事ができるよう配慮され、食堂で食べたり、
異年齢で食事をしたりしています。クッキング保育や「ふたば畑」で野菜を栽培し食材
に利用すことなどもしています。保護者対象に嗜好調査を実施し、献立のみならず、家
庭での子どもの食習慣の把握にも努めています。

園では、「あいさつ」を大事にしており、標語にも掲げて保護者にも呼びかけていま
す。子どもたちも元気にあいさつをしています。



4 第三者評価結果に対する事業者のコメント （受審事業者の意見）

5 事業者の特徴（受審事業者の意見）

１）福祉サービス の基本方針と組織
理念・基本方針を全職員に周知させ共通の認識をもって理解させ徹底をはかるととも

に利用者等にも周知させる。
（具体的には、利用者との面談時に資料にて説明、又入口玄関に資料を掲示）
２）組織の運営管理
職員の就労は運営上重要課題であり、労働条件の向上と福利厚生の充実に努めている

が事業収支が厳しい為に運営効率の追及を優先している。でも職員の教育、研修計画の
実施は欠かぬ要因であり人材育成に専念する。又、福利厚生面では休暇を可能な限り取
れるような環境を生み出す。

尚、職員の給与水準、待遇面で公設、民設との格差が大きく、職員確保に苦慮してい
る。

３）適切な福祉サービスの実施
利用者尊重の明示を一層強化してプライバシーの保護の考えを徹底する。又サービス

の質の確保は利用者の信頼、安心、安全に繋がる大事な要因であり、今後とも利用者と
親密に連携して十分な保育及び支援が提供できるよう積極的にかかわる姿勢を示す。
又、施設内での透明性を高めたい。

公設民営として、保育運営に当たり経営安定化、保育内容の充実、環境の整備、発展
性、継続性を重視しながら、一方では社会環境の変化や時代の変遷多様化に対応して地
域社会において事業を展開している。

今後は、少子化の進む現代、児童数の減少の到来に対する保育事情を考察すると、更
なるサービスの改善と経営革新が必要と考える。即ち、保育理念に基づき、利用者及び
地域福祉ニーズの変化・福祉事業環境の変化に対応した環境改革や保育内容を追求する
ため、変化を敏感に感じ取り柔軟に対応できる組織へと改革し続け、安定した経営基盤
の確立を目指していくことが当面の使命と考えるが、公設民営であり企業的倫理を最小
限に抑制して運営にあたらねばならない。



６ 分野別特記事項

園では、スキンシップを大事にしており、園全体で子どもをみてい
こうとする姿勢があります。子ども一人ひとりへの理解を共有するた
めに、朝礼・終礼・職員会議などで子どもや家庭の状況を常に全職員
が把握するよう努めています。

食育担当者が決められており、食育計画をもとに系統立てて食育に
取り組んでいます。「ふたば畑」と呼んでいる広めの畑があり、１年
を通して様々な野菜を栽培し、食育につなげています。保護者にも、
試食会時に栄養士からレシピの紹介をしたり、栄養や離乳食について
話をしたりしています。

園では、「あいさつ」を大事にしており、標語にも掲げて保護者に
も呼びかけています。子どもたちも元気にあいさつをしています。保
育参観の時も保護者に園で大事にしている観点を伝えています。

当保育園は、地域との交流は大事に考えています。園庭開放や施設
見学については積極的に行っています。実際に地域の親子が来園して
見学しています。このほか、小学校の行事に園長が参加したり、育成
クラブの定期総会に出席したりしていますし、逆に、園の色々な行事
に関しては、自治会長や小学校の校長や近くの病院の院長などに声を
かけて招待をしています。このような地域との交流をしていますが、
園内での職員一人ひとりの活動は種々ありますので、管理職の園長や
主任は、職員の活動量と意欲などを勘案して進めていくことが今後望
まれます。

Ⅳ

サービスの内容

大項目 分野別特記事項（特に優れている点・特に改善を求められる点）

Ⅱ

組織の運営管理

Ⅲ

適切な福祉サービ
スの実施

入園内定時には、｢入園のしおり」のほかに、０・１歳用、２・３
歳用、４・５歳用の年齢別資料も渡し説明をしています。面接は面接
設問表を使って行ったり、入園式後も説明会を実施したりして、サー
ビス開始にあたって利用者への配慮が行き届いています。

保護者に給食を食べてもらいアンケートをとって、その結果は分析
し献立策定に生かしています。また、登園、降園の際、積極的に保護
者とのコミュニケーションを図っています。個人面談、懇談会は年２
回実施して、保護者の意見・要望を把握するとともに、父母会との連
携も重視し、得られた情報を保育に反映しています。

市の事業者評価の受審に先立って、評価や結果の分析・検討を行う
ための事業者評価チーム（園長を含む）を編成するとともに、フィー
ドバックされた結果は、評価チームや職員会議で検討しサービスの向
上に役立てています。

各種マニュアルはまだ十分揃ってはいませんが、職員や利用者から
の意見や提案については職員会議で話し合ったり、改善策を検討した
りしています。

早急にマニュアルの整備を望みます。また、運用しながら状況に応
じて職員や利用者からの意見や提案を反映した見直しを行ったり、そ
の実績記録を残したりするしくみを作るとよいでしょう。

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果

大項目
Ⅰ

福祉サービスの
基本方針と組織

分野別特記事項（特に優れている点・特に改善を求められる点）
当保育園は平成１７年に設立された公設民営スタイルの園です。

従ってまだ３年弱の新しい園ですので、保育のスタイル、保育方針の
職員や保護者への浸透などはこれからです。幸い、母体である社会福
祉法人「芳雄会」での長年の実績がありますので、その経験を生かし
て今後充実した保育になっていくでしょう。

ハード面の施設は新しく快適な環境で満足のいくものになっていま
す。今後は、職員の質の向上をいかにして図っていくかが課題となり
ます。特に、昨今さけては通れない非常勤職員の意識の持ち方と福祉
サービスの向上とに、どう折り合いをつけていくかが問われます。ま
だまだこれからの保育園です。継続した管理職の指導でよくなってい
くことを期待します。



Ⅰ 1 (1) 1 ①理念が明文化されている。 ａ

2 ②理念に基づく基本方針が明文化されている。 ａ
(2) 3 ①理念や基本方針が職員に周知・理解されている。 ｂ

4 ②理念や基本方針が利用者等に周知されている。 ｂ

2
(1) 中・長期的なビ

ジョンの明確化 5 ①中・長期計画を踏まえた事業計画が作成されている。 ａ
(2) 重要課題の明確

化 6 ①事業計画達成のための重要課題が明確化されている。 ａ

(3) 計画の適正な策
定 7 ①施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定するに当たっては､職員と幹部職員とが合議する

仕組みがある。 ａ

3 8 ①質の向上に意欲を持ち、その取り組みに指導力を発揮している。 ａ

9 ②経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を発揮している。 ａ

Ⅱ 1 10 ①事業経営を取り巻く環境が的確に把握されている。 ａ

11 ②経営状況を分析して、改善すべき課題を発見する取り組みを行っている。 ａ

3 12 ①施設の全職員が守るべき倫理を明文化している。 ｂ

13 ②人事方針を策定し、人事を計画的・組織的に行っている。 ａ

14 ③職員評価が客観的な基準に基づいて行われている。 ａ

15 ①事業所の就業関係の改善課題について､スタッフ（委託業者を含む）などの現場の意見を幹部
職員が把握できる仕組みがある。 ｂ

16 ②福利厚生に積極的に取り組んでいる。 ａ

17 ①職員の教育･研修に関する基本方針が明示されている。 ａ

18 ②定期的に個別の教育･研修計画の評価・見直しを行っている。 ａ

19 ③実習生の育成について、積極的な取り組みを行っている ａ

4 20 ①緊急時（事故、災害、感染症の発生時など）の対応など利用者の安全確保のための体制が整
備されている。 ａ

21 ②利用者の安全確保のためにリスクを把握し、対策を実行している。 ａ

5 22 ①地域との交流･連携を図っている。 ａ

23 ②利用者ニーズに応じて、施設外にある社会資源を活用している。 ａ

24 ③事業所が有する機能を地域に還元している。 ｂ

25 ④関係機関等との連携が適切に行なわれている。 ａ

26 ①地域の福祉ニーズを把握している。 ｂ

27 ②地域の福祉ニーズに基づく事業･活動が行われている。 ｂ

Ⅲ 1 28 ①施設の全職員を対象としたプライバシーの保護に関する研修を行なっている ａ

29 ②プライバシーの保護の考え方の徹底を職員の間で図っている。 ｂ

30 ①利用者満足の向上を意図した仕組みを整備している。 ａ

31 ②利用者満足の向上に向けた取り組みを行っている ａ

32 ①苦情又は意見を受け付ける仕組みがある ａ

33 ②寄せられた意見、要望やトラブルに対応するシステムがある。 ｂ

34 ③利用者からの意見等に対して迅速に対応している ｂ

2 35 ①サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備している。 ａ

36 ②課題発見のための組織的な取り組みをしている。 ａ

37 ③常に改善すべき課題に取り組んでいる。 ａ

38 ①職員の対応について、マニュアル等を作成している。 ｂ

39 ②日常のサービス改善を踏まえてマニュアルの見直しを行っている。 ｂ

40 ①利用者の日常の体調の変化を把握して、それを記録している。 ａ

41 ②利用者の状態変化などサービス提供に必要な情報が、口頭や記録を通して職員間に伝達され
る仕組みがある。 ａ

3 42 ①施設利用に関する問合せや見学に対応している。 ａ

43 ②サービスの開始に当たり、利用者等に説明し、同意を得ている。 ａ

4
(1) 利用者へのアセ

スメント 44 ①利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明示している。 ａ

45 ①一人一人のニーズを把握して個別の支援計画を策定している。 ａ

46 ②個別支援計画の内容が常に適切であるかの評価・見直しを実施している。 ａ
(3) 情報の管理 47 ③個人情報保護に関する規定を公表している｡ ａ

中項目 小項目 項目

(1) 管理者のリー
ダーシップ

組織の
運営管
理

経営状況の
把握

(1) 経営環境の変化
等への対応

人材の確
保・養成

(1) 人事管理体制の
整備

(2) 職員の就業への
配慮

(3) 職員の質の向上
への体制整備

安全管理 (1) 利用者の安全確
保

地域との交
流と連携

(1) 地域との適切な
関係

(2) 地域福祉の向上

適切な
福祉
サービ
スの実
施

利用者本位
の福祉サー
ビス

(1) 利用者尊重の明
示

(2) 利用者満足の向
上

(3) 利用者意見の表
明

サービスの
質の確保

(1)

サービスの
開始・継続

(1) サービス提供の
適切な開始

サービス実
施計画の策
定 (2) 個別支援計画の

策定

サービスの質の
向上への取り組
み

(2) サービスの標準
化

(3) 実施サービスの
記録

評価
結果

理念・基本方針
の確立

理念・基本方針
の周知

福祉
サービ
スの基
本方針
と組織

理念・基本
方針

計画の策定

管理者の責
任とリー
ダーシップ

福祉サービス第三者評価共通項目（施設系）の評価結果

大項目



項目

Ⅳ保育所 1
子どもの発
達援助 (1)

発達援助の基
本 1

保育計画が、保育の基本方針に基づき、さらに地域の実態や保護
者の意向等を考慮して作成されている。 ｂ

2
指導計画の評価を定期的に行い、その結果に基づき、指導計画を
改定している。 ａ

(2)
健康管理・食
事 3

登所時や保育中の子どもの健康管理は、マニュアルなどがあり、
子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施している。 ａ

4
健康診断（内科、歯科）の結果について、保護者や職員に伝達
し、それを保育に反映させている。 ａ

5
感染症発生時に対応できるマニュアルがあり、発生状況を保護
者、全職員に通知している。 ａ

6 食事を楽しむことができる工夫をしている。 ａ

7
子どもの喫食状況を把握するなどして、献立の作成・調理の工夫
に活かしている。 ａ

8 子どもの食生活を充実させるために、家庭と連携している。 ａ

9
アレルギー疾患を持つ子どもに対し、専門医からの指示を得て、
適切な対応を行っている。 ａ

(3) 保育環境 10 子どもが心地よく過ごすことができる環境を整備している。 ａ

11 生活の場に相応しい環境とする取組みを行っている。 ａ

(4) 保育内容 12 子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しようと努めている。 ａ

13
基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一人ひとりの子どもの
状況に応じて対応している。 ａ

14 子どもが自発的に活動できる環境が整備されている。 ａ

15 身近な自然や社会と関われるような取組みがなされている。 ａ

16 遊びや生活を通して人間関係が育つよう配慮している。 ａ

17
子どもの人権に十分配慮するとともに、文化の違いを認め、互い
に尊重する心を育てるよう配慮している。 ａ

18
性差への先入観念による固定的な観念や役割分業意識を植え付け
ないよう配慮している。 ａ

19
乳児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮が見
られる。 ａ

20
長時間にわたる保育のための環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮が見られる。 ａ

21
障害児保育のための環境が整備され、保育の内容や方法に配慮が
見られる。 ａ

2 子育て支援 (1) 22
一人ひとりの保護者と日常的な情報交換に加え、個別面談などを
行っている。 ａ

23
家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必要に応じて記録され
ている。 ａ

24
こどもの発達や育児などについて、懇談会などの話し合いの場に
加えて、保護者と共通理解を得るための機会を設けている。 ａ

25
虐待を受けていると疑われる子どもの早期発見に努め、得られた
情報が速やかに所長まで届く体制になっている。 ａ

26
虐待を受けていると疑われる子どもの保護者への対応について、
児童相談所などの関係機関に照会、通告を行う体制が整っている ａ

(2) 一時保育 27
一時保育は、一人ひとりの子どもの心身の状態を考慮し、通常保
育との関連を配慮しながら行っている。 －

評価
結果小項目

入所児童の保
護者の育児支
援

福祉サービス第三者評価項目（保育所）の評価結果

大項目 中項目



項目別コメント・組織（公表用）

事業者名 浦安市立ふたば保育園

評価基準 評点 コメント

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１ 理念・基本方針

Ⅰ－１－（１） 理念、基本方針が確立されている。
1

2

Ⅰ－１－（２） 理念、基本方針が周知されている。
3

4

Ⅰー２ 計画の策定

5

Ⅰ－２－（２） 重要課題の明確化
6

項目
番号

Ⅰ－２－（１） 中・長期的なビジョンと計画が明確にされてい
る。

Ⅰ－１－（１）－① 理念が明文化されている。

Ⅰ－２－（２）－① 事業計画達成のための重要課題が明確化され
ている。

Ⅰ－１－（１）－② 理念に基づく基本方針が明文化されている。

Ⅰ－１－（２）－① 理念や基本方針が職員に周知されている。

Ⅰ－１－（２）－② 理念や基本方針が利用者等に周知されてい
る。

Ⅰ－２－（１）－① 中・長期計画を踏まえた事業計画が策定され
ている。

前述の非常勤職員が短期間でやめたり、休みが多い原因
を究明し、今後に生かすことを課題として取り上げていま
す。調査の結果、やめる、あるいは、休みが多い原因は、
ほとんど家庭の事情にありました。具体的には、親の介護
の発生や子どもの病気などです。どれもやむをえない理由
がほとんどです。

今後は常勤採用に力を入れていきます。具体的には、４
年制大学卒の男子学生を含めた新卒採用を本格的に行って
いきます。

ａ

ａ

「たっぷり遊ぶことを通して心身共に元気に育ってほし
い」「食べることも遊ぶことも豊かに経験して、よい環境
のもとに育ってほしい」という理念のもとに、保育方針や
目標などがあります。基本となる理念は、職員や保護者が
はっきりわかるように明文化されています。基本理念は保
育園の根幹をなす考え方であることを理解しており、だれ
にもわかるように玄関にも掲示しています。

基本方針は、「入園のしおり」に明示されています。方
針の概要は、「一人ひとりの個性を大切に、気持ちを十分
受け止めながら、生涯にわたる人間形成の基礎を培う」と
いった考えのもとに、具体的には、「想像力豊かで、物事
をよく考える子」「みんなで仲良く遊べる子」「心身とも
元気な子」「元気に挨拶の出来る子」といった目標を掲げ
ています。

保護者が園を十分理解するためにも、園の考え方をよく
知ってもらう努力が必要です。「入園のしおり」や「園だ
より」などに基本方針や保育目標が記されていますが、周
知の徹底は、これだけでは十分とはいえません。園の大事
な事がらですので、理念や方針、目標がはっきりわかるよ
うに、文書の配布、保護者会での説明など、さまざまな手
段を通して周知の徹底を図ることを望みます。

常勤職員は、「保育所運営にあたっての基本的な考え
方」という文書の中で、基本方針や保育目標などの説明を
受けていますし、文書も手渡されていますが、２０名強い
る非常勤職員は、夕方の集まりのときに口頭で説明を受け
ている程度です。常勤、非常勤職員を問わず、大切な事が
らについては同じように周知の徹底を図っていくことが大
切です。今後、職員会議のあり方や連絡の方法などを検討
していくことを望みます。

ａ

ｂ

ｂ

当保育園は平成１７年に設立された公設民営の園です。
まだ３年弱の新しい園ですので、設立当初の考え方を職員
に十分浸透させることで手一杯の状態です。施設はまだ新
しく、ハード面の環境整備は満足のいくものです。しか
し、職員については、非常勤の職員の突発的な休みが多
く、保育に支障をきたす場合が生じています。

現在、常勤１７名、非常勤２２名の構成になっています
が、今後数年の事業計画の柱として、人員の充実を図るこ
とが当面の急務であると、理事長から説明がありました。
具体的には、常勤、非常勤の人数比率を逆転する方向に
もっていくとのことです。

ａ

項目別評価結果・評価コメント



項目別コメント・組織（公表用）

評価基準 評点 コメント

Ⅰ－２－（３） 計画が適切に策定されている。
7

Ⅰ－３ 管理者の責任とリーダーシップ

Ⅰ－３－（１） 管理者のリーダーシップが発揮されている。
8

9

Ⅱ 組織の運営管理

Ⅱ－１ 経営状況の把握

Ⅱ－１－（１） 経営環境の変化等への対応
10

11

Ⅱ－２ 人材の確保・養成

Ⅱ－２－（１） 人事管理の体制が整備されている。
12

13

14

Ⅱ－１－（１）－② 経営状況を分析して改善すべき課題を発見す
る取り組みを行っている。

Ⅱ－３－（１）－①施設の全職員が守るべき倫理を明文化している

Ⅰ－３－（１）－① 施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定
するに当たっては､職員と幹部職員とが合議する仕組みがある。

Ⅱ－１－（１）－① 事業経営をとりまく環境が的確に把握されて
いる。

Ⅱ－２－（１）－③職員評価が客観的な基準に基づいて行われてい
る。

Ⅰ－３－（１）－① 質の向上に意欲を持ちその取り組みに指導力
を発揮している。

Ⅰ－３－（１）－② 経営や業務の効率化と改善に向けた取り組み
に指導力を発揮している。

Ⅱ－２－（１）－②人事方針を策定し、これに基づく職員採用、人
材育成を計画的・組織的に行っている。

ｂ

ａ

毎月２回の職員会議を行い意見交換をしています。構成
メンバーは、園長、保育士、栄養士、看護師、調理員全員
です。また、月１回の食事会議も行っています。これは、
園長、食育担当職員、栄養士、調理員がメンバーです。こ
のほか、同じ市内に社会福祉法人「みのり保育園」を運営
していますので、幹部職員が相互に意見交換をしていま
す。そして出てきた意見でよいものは、それぞれ相互に採
用しています。

サービスの質の向上のために、保護者からの要望につい
ては、検討して可能な限り改善していく姿勢をとっていま
す。また、職員の会議や懇談会から出てきた改善に関する
要望については、予算がある場合は管理者の同意を得て実
行しています。

経営の観点から、節減を心がけるように呼びかけていま
す。例えば、使っていない部屋の電気やトイレの電気の消
灯などです。また、風邪で休み登園してくる子どもが極端
に少なくなった場合は、業務の効率化のために、書類の整
理や環境整備など、直接業務以外の園全体の仕事にもつい
てもらっています。さらに、保育士には積極的に有給休暇
を取得するよう奨励しています。

職員採用に関しては次年度は３名補充を考えています。
採用計画については理事長、施設長、園長、事務で立てて
います。採用後の研修は２週間とっていて、実際の研修
は、実務を含めて職員が行います。

現在、障害児を受け入れています。また、気になる子も
数名在籍しています。これらの子どもたちについては、市
の関係機関と連携をとって、支障のないよう保育を行って
います。次年度は職員を増やす予定です。

また、この地区は待機児が多い状態にあります。そこ
で、１歳児は定員１２名ですが次年度は３名増やして１５
名にする予定です。

ａ

ａ

ａ

ａ

当保育園は、まだ３年目の新しい園です。地域との交流
やほかの施設への出前保育などを実施したい気持ちはある
のですが、まだまだ時間的にも、技能的にも十分ではあり
ません。まずは、職員の質を高めていくことを重点課題と
して取り上げています。

職員として、子どもに接する態度、話し方、保護者への
対応、職員間の関係など、守るべきことはいくつかありま
す。しかし、これらについては、職員会議での先輩からの
口頭説明に終わっています。

そこで、個人情報保護の観点や守秘義務、また、情報開
示などを含めた冊子を作成し、日頃から研鑽を積んでいく
ことを期待します。

教育、研修に関しては事務分掌の中に明示しています。
また、研修プログラム、日程、担当者も明記しわかりやす
くなっています。

ａ

ａ



項目別コメント・組織（公表用）

評価基準 評点 コメント

Ⅱ－２－（２） 職員の就業状況に配慮がなされている。
15

16

Ⅱ－２－（３） 職員の質の向上への体制整備
17

18

19

Ⅱ－３ 安全管理

20

21

Ⅱ－３－（１）－① 緊急時（事故、災害、感染症の発生時など）
の対応など利用者の安全確保のための体制が整備されている。

Ⅱ－２－（３）－② 定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直
しを行っている。

Ⅱ－２－（２）－①事業所の改善課題について､スタッフ（委託業
者を含む）などの現場の意見を幹部職員が把握できる仕組みがあ
る。

Ⅱ－２－（３）－① 職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示さ
れている。

Ⅱ－２－（２）－②福利厚生事業に積極的に取り組んでいる。

Ⅱ－３－（１） 利用者の安全を確保するための取り組みが行われ
ている。

Ⅱ－２－（３）－③ 実習生の育成について積極的な取り組みを
行っている。

ａ

ａ

浦安市主催の年間研修については、常勤職員は少なくと
も年に１，２回、非常勤職員も１回は参加するようにして
います。また、防火管理者については、相当数の職員に
なってもらうことが必要と考え、５名は研修させる予定で
す。

また、担当クラス以外の、ほかのクラスに入って保育を
する内部研修も行っています。ほかのクラスに入ることに
よって、自分の保育を見直す機会にしています。さらに、
園外研修では、他園との交流も兼ねて、子どもの様子を観
察する研修も行っています。

年に一度、理事長や園長との個別面談があります。その
場で、現在、どんなことで悩んでいるか、あるいは、何を
希望するかなどについて話し合いを行っています。しか
し、管理者が現場の状況を把握するしくみとしては、やや
不十分かと思われます。

今後は、学期に一度くらいの頻度での個別面談や、言い
やすい雰囲気を作るためのグループ面談、さらには、無記
名のアンケートや自己評価表などによって、職員の様々な
感情や要望が汲み取れるようなしくみを、管理者・職員が
そろって話し合い、構築することを望みます。

ｂ

ａ

職員一人ひとりが、自分が勉強したい、あるいは、強く
興味が引かれるテーマの研修を事前に申し出ておきます。
管理者はできるだけ希望にそうように配慮していますが、
希望者が多い研修は、現場に役立つ順に、管理者が判断し
て決めています。研修終了後は、報告書の提出と職員会議
で発表をしてもらい、ほかの職員にも周知するようにして
います。

ａ

共済会を作り、慶弔、餞別、歓送迎会などに利用してい
ます。また、育児休暇や有給休暇などの取得を奨励してい
ます。さらに、退職金給付事業や傷害保険の加入など、積
極的に福利厚生事業に取り組んでいます。

ａ

実習生の受け入れは、要請があったものは積極的に受け
入れる立場をとっています。そして、保護者の方々にも、
実習生が何名、いつから来ているかを知らせています。今
年度は、訪問調査時点で３名の実習生の受け入れ実績があ
りました。

今後、実習生受け入れの際は、学校側に、学生の守秘義
務に関する誓約書を添付するよう要請してください。

ａ

定期避難訓練年間計画に基づき実施しています。また、
防犯訓練も実施しています。このほか、職員は、救急救命
士の研修を受けています。また、全職員に腸内細菌検査を
行い、子どもの安全に留意しています。乳幼児突然死症候
群（ＳＩＤＳ）については、零歳児は１５分毎のチェック
を、１歳児は３０分毎の昼寝チェックをしています。

Ⅱ－３－（１）－② 利用者の安全確保のためにリスクを把握し対
策を実行している。

主任、保育士、保育リーダーの構成で事故対策委員を設
置しています。このメンバーが中心になり、事故防止対策
マニュアルの見直しを行っています。次年度は改定版を作
ります。ハード面の事故防止については、門は電気錠で施
錠し、警備会社による２４時間警備をしています。また、
非常通報装置並びに火災通報装置を設置しています。



項目別コメント・組織（公表用）

評価基準 評点 コメント

Ⅱ－４ 地域との交流と連携

Ⅱ－４－（１） 地域との関係が適切に確保されている。
22

23

24

25

Ⅱ－４－（２） 地域の福祉向上のための取り組みを行っている。
26

27Ⅱ－４－（２）－② 地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行わ
れている。

Ⅱ－４－（２）－① 地域の福祉ニーズを把握している。

Ⅱ－４－（１）－③事業所が有する機能を地域に還元している。

Ⅱ－４－（１）－④関係機関との連携を図っている。
年に１回、総合避難訓練で消防署からの指導を受けてい

ます。また、近所の中学校を避難場所に設定しています
し、学校内の花壇を３ブロック借りて、夏はスイカ、キュ
ウリ、ナス、枝豆、オクラなどを、冬は、コマツナ、赤カ
ブ、ダイコンなどを栽培しています。もちろん収穫後は、
給食の食材として利用しています。子どもたちには野菜の
世話から摂食までの過程を実感させ、食に関する興味や愛
着が育つように配慮しています。

ａ

現在は地域のお母さんや子どもが自由に利用できるよう
に、園庭開放を行っています。今後は職員の保育の質を高
めていき、育児講座、育児相談、出前保育などを積極的に
展開していく予定です。

ｂ

園庭開放や園内見学を積極的に行っています。地域の親
子が来園しています。このほか、小学校の行事に園長が出
席したり、育成クラブの定期総会に参加したりしていま
す。また、園の行事の際には、自治会長や学校長、育成ク
ラブの委員長や病院の院長などを招待しています。

このような地域との交流はしていますが、今後とも、町
の人たちと触れ合うことや近所のお年寄りの集会所への訪
問なども進めていきたいと考えています。

近所の公共施設を十分に活用しています。市の図書館か
らは半年に１１回も本の借り出しをしています。浦安市で
は、長期に本を貸し出しているので大変助かっています。
先生たちは、一度に２００冊くらいも絵本や図鑑を借り出
しています。

また、子育て支援センターには、ふだん使ったことのな
い色々な遊具がたくさんあるので、子どもたちは喜んで遊
んでいます。さらに、近所にはたくさんの公園があるの
で、散歩コースとして、いくつもの公園を活用していま
す。

ａ

現在は、園庭開放や園内見学での交流くらいが地域との
接点です。そこで、地域の福祉ニーズをさらにつかんで、
早急に地域の子育て支援や相談事業に取り組もうと、みん
なで話し合っているところです。

園一丸となって、様々な問題を抱えている子育て真っ最
中の親の味方になることを期待しています。

ｂ

浦安市で発行している各種印刷物に目を通して、福祉関
係の記事を読み、ニーズを把握するように努めています。
そのなかから、子育てに悩んでいる母親が少なからずいる
こと、子育て方法や技術がよくわからないことなど、若い
母親たちの知りたいことを把握しています。

今後は、母親たちの生の声を積極的に聞く機会やその方
法を職員会議で話し合い、切実なニーズを把握して、具体
的な活動につなげていくことを望みます。

ｂ

Ⅱ－４－（１）－①地域との交流･連携を図っている。

ａ

Ⅱ－４－（１）－②利用者ニーズに応じて、施設外にある社会資源
を活用することを支援している。



項目別コメント・サービス（公表用）

事業者名 浦安市立ふたば保育園

評価基準 評点 コメント

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１ 利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１） 利用者を尊重する姿勢が明示されている。
28

29

Ⅲ－１－（２） 利用者満足の向上に務めている。
30

31

32

33

34

Ⅲ－１－（３） 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されてい
る。

ａ

Ⅲ－１－（３）－③ 利用者からの意見等に対して迅速に対応して
いる。

項目
番号

Ⅲ－１－（１）－①施設の全職員を対象としたプライバシーの保護
に関する研修を行なっている

Ⅲ－１－（１）－② プライバシーの保護の考え方の徹底を職員の
間で図っている。

Ⅲ－１－（２）－① 利用者満足の向上を意図した仕組みを整備し
ている。

Ⅲ－１－（２）－② 利用者満足の向上に向けた取り組みを行って
いる。

Ⅲ－１－（３）－① 苦情又は意見を受け付ける仕組みがある。

これまで、プライバシー保護についての市の研修資料を
全職員に回覧したり、説明したりはしていますが、徹底を
図るには十分な方策とはいえません。

今後、プライバシー保護の考え方の基本知識、保育に携
わる者としての姿勢・意識、利用者のプライバシー保護に
関する規程・マニュアルなどについて、整備・研修される
ことを期待します。

Ⅲ－１－（３）－② 寄せられた意見、要望やトラブルに対応する
システムがある。

毎月の誕生会には、保護者に給食を食べてもらいアン
ケートをとっています。その結果は分析し献立策定に生か
しています。また、登園、降園の際、積極的に保護者との
コミュニケーションを図っています。個人面談、懇談会は
年２回実施して、保護者の意見・要望を把握するととも
に、父母会との連携も重視し、得られた意見・要望などは
保育に反映しています。

ａ

４、５月の｢園だより」に、苦情受付担当者名など明記し
て配布しています。入園時には、苦情や意見の受付方法に
ついて説明しています。苦情・意見受付け用の目安箱も設
置してます。しくみを説明した掲示物の目立つ場所への掲
示も進行中です。

項目別評価結果・評価コメント

ｂ

苦情受付担当者は設置し明示していますが、第三者委員
の設置はありません。意見・要望は、連絡ノートで寄せら
れることが多く、主任、園長に確認を取りながら、園で判
断できることはすぐ対応しています。また、苦情内容や解
決結果などは、申し出た利用者に配慮しつつ、園だよりで
公表しています。

なお今後、苦情解決責任者，苦情受付担当者、第三者委
員の設置など、苦情解決の体制を整備するとともに、その
しくみ説明した資料の配布や掲示などを望みます。

ｂ

ｂ

ａ

目安箱を設置していますが、保護者には十分認知されて
いないようです。市の事業者自己評価（浦安市福祉サービ
ス評価）を受けました。利用者も利用者評価を行っていま
す。これらの結果は市からフィードバックされてくるの
で、それを分析し、利用者満足に向けた改善に役立ててい
ます。

苦情・意見の内容によって、担任対応のできないものは
主任、園長に伝え、すぐ対応しています。

なお、意見や提案の記録方法や報告の手順などについ
て、現在マニュアルを作成中です。

ａ

職員会議の議題として取り上げ、園長が説明していま
す。また、毎年一人ずつ、職員が交代で市の研修を受け、
その内容を職員会議で報告し、園長が追加・説明して周知
を図っています。利用者のプライバシー保護や守秘義務な
どの遵守は指導しています。

しかし、全職員を対象にした研修は行っていませんの
で、これらの早急な研修が望まれます。



項目別コメント・サービス（公表用）

評価基準 評点 コメント

Ⅲ－２ サービスの質の確保

35

36

37

38

39

Ⅲ－２－（３） サービス実施の記録が適切に行われている。
40

41

Ⅲ－２－（１）－③ 常に改善すべき課題に取り組んでいる。

Ⅲ－２－（１）－① サービス内容について定期的に評価を行う体
制を整備している。

Ⅲ－２－（１）－② 課題発見のための組織的な取り組みをしてい
る。

Ⅲ－２－（２）－① 職員の対応について、マニュアル等を作成し
ている。

Ⅲ－２－（３）－① 利用者の日常の体調の変化を把握して、それ
を記録している。

Ⅲ－２－（１） 質の向上に向けた組織的な取り組みが組織的に行
われている。

Ⅲ－２－（２） 個々のサービスの標準的な実施方法が確立してい
る。

Ⅲ－２－（３）－② 利用者の状態変化などサービス提供に必要な
情報が、口頭や記録を通して職員間に伝達される仕組みがある。 利用者の日々の状態変化などの情報は、朝のサポーター

から通常時間帯の職員へ、通常時間帯の職員から夕方のサ
ポーターへと｢連絡ノート」で伝えています。このノートに
は、朝礼・終礼で出た意見、連絡事項やそれぞれの担当者
が口頭で伝えた内容などまで含め、記録しています。この
「連絡ノート」は、職員全体に利用者の情報が伝わる太い
パイプの役割をしています。そのほか、業務終了後、個々
での話し合いも行っています。

ａ

評価結果の分析は、まず、管理職が行い、それらを職員
に降ろしてみんなで検討する、といった手順で課題発見の
ための取り組みをしています。見つかった課題は文章化
し、職員会議で改善策や改善計画を検討するなどの方法
で、共有化を図っています。

ａ
評価結果から明確になった課題の改善策や改善計画の策

定にあたっては、担当者を決め、その人を中心に計画を進
めています。園長は時機を見計らって担当者や職員に声を
掛け、必要に応じて計画の見直しを指示しています。

ａ

ｂ

年１回の、市の事業者評価を受審しています。受審に先
立って、評価や結果の分析・検討を行うための事業者評価
チーム（園長を含む）を編成し評価にあたっています。評
価表は施設長、理事長がチェックし市に提出しています。
フィードバックされたレポートをもとに職員会議で検討
し、サービスの向上に役立てています。

なお、第三者評価は、今回初めての受審です。

ａ

Ⅲ－２－（２）－② 日常のサービス改善を踏まえてマニュアルの
見直しを行っている。 マニュアルはまだ不十分ですが、職員や利用者からの意

見や提案については職員会議で話し合ったり、改善策を検
討したりしています。

早急にマニュアルの整備を望みます。また、運用しなが
ら状況に応じて職員や利用者からの意見や提案を反映した
見直しを行ったり、その実績記録を残したりするしくみを
作るとよいでしょう。

虐待防止、防犯、看護、給食などに関するマニュアルは
揃っていますが、そのほかのマニュアル類は、職員が分担
して作成中です。これは、第三者評価の受審にあたって、
その作業を進めていく中で課題と気づき、計画・実行に移
したものです。

利用者一人ひとりの体調の変化は、連絡ノートに記載さ
れている家庭からの情報や、登園時などの職員による視診
と合わせて、看護師が看護日誌に記録しています。そのほ
か、利用者の様子についての職員間の連絡は、「朝礼・終
礼ノート」で伝えています。

ａ

ｂ



項目別コメント・サービス（公表用）

評価基準 評点 コメント

Ⅲ－３ サービスの開始・継続

Ⅲ－３－（１） サービス提供の開始が適切に行われている。
42

43

Ⅲ－４ サービス実施計画の策定

Ⅲ－４－（１） 利用者のアセスメントが行われている。
44

Ⅲ－４－（２） 個別支援計画の策定
45

46

Ⅲ－４－（３） 情報の管理
47

Ⅲ－３－（１）－① 施設利用に関する問合せや見学に対応してい
る。

Ⅲ－３－（１）－② サービスの開始にあたり利用者等に説明し同
意を得ている。

ａ

Ⅲ－４－（２）－① 一人一人のニーズを把握して個別の支援計画
を策定している。

Ⅲ－４－（１）－① 利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明
示している。

Ⅲ－４－（２）－② 個別支援計画の内容が常に適切であるかの評
価・見直しを実施している。

園利用に関する問い合わせには、いつでも応対していま
す。園見学も随時受け付けていますが、一日利用は行って
いません。月１回園庭を解放していて、そのとき体験入所
も実施しています。見学者には園紹介パンフレットを渡
し、説明と案内を行っています。園庭開放資料を市役所、
子育て支援センター、公民館などに置いています。

また、園紹介のホームページもありますが、ごく簡単な
ものなので、本格的なホームページを作るよう理事長から
指示があり、これを担当する職員を園内から募集中です。

ａ

保育内容や料金など、入園希望者への重要事項の説明は
市の担当課が行っています。入園内定時には、｢入園のしお
り」を配布し、０・１歳用、２・３歳用、４・５歳用の年
齢別資料も渡し説明をしています。面接は、面接設問表を
使って行っています。入園式後も説明会を実施していま
す。

個人情報保護の取り扱いについては、４月に保護者に向
けて文書を配布しています。４月の「保健だより」にも明
示しています。

また、個人情報保護に関する規程の園内での掲示もあり
ます。

指導計画の評価・見直しのための検討会は設置していま
せんが、必要が生じたときは職員会議で検討しています。
また、定期的に保護者と面接し、ニーズを把握して指導計
画の見直しに生かしています。見直しによって変更した内
容は、毎日行われる朝礼・終礼のときにも伝えています。
障害児の様子は担任が職員会議で伝え、全職員への周知を
図っています。

さらに、個別指導計画に関する保護者の意向や変更した
内容は、保育日誌の「評価・反省」欄に記録しています。

年度始めの、利用者一人ひとりとの個人面接で利用時間
を決めていますが、変更は随時受け入れています。新入園
児、在園児ともに、年度始めの面接で保護者の具体的な要
望を聞き、課題とともに「成長過程記録」「保育日誌」
「日案」「朝礼・終礼ノート」などに記録しています。

ａ

個人面接で得た利用者の意見や要望を考慮しつつ、０・
１・２歳児、障害児に関しては個別支援計画を立て、保育
日誌に記録しています。計画の策定は、クラスごとのカリ
キュラム会議で行いますが、主任が指導したり、必要に応
じて園長も参加してアドバイスしたりしています。個別指
導計画の策定方法については、職員への研修が必要だと考
えていて、この件は理事長に交渉中です。

今後、クラスを横断した関係職員の合議の手順や、サー
ビス確認などのしくみを設けるよう検討を望みます。

ａ

Ⅲ－４－（３）－① 個人情報保護に関する規程を公表している｡

ａ

ａ



事業者名 浦安市立ふたば保育園

評価基準 評点 コメント
Ⅳ 保育所

Ⅳ－１ 子どもの発達援助

Ⅳ－１－（１） 発達援助の基本
1

2

Ⅳ－１－（２）健康管理・食事
3

4

5

6

7

8

9

項目
番号

Ⅳ－１－（２）－④食事を楽しむことができる工夫をしている。

Ⅳ－１－（１）－① 保育計画が、保育の基本方針に基づき、さら
に地域の実態や保護者の意向等を考慮して作成されている。

Ⅳ－１－（１）－② 指導計画の評価を定期的に行い、その結果に
基づき、指導計画を改定している。

Ⅳ－１－（２）－⑤ 子どもの喫食状況を把握するなどして、献立
の作成・調理の工夫に活かしている。

Ⅳ－１－（２）－⑥ 子どもの食生活を充実させるために、家庭と
連携している。

Ⅳ－１－（２）－⑦ アレルギー疾患をもつ子どもに対し、専門医
からの指示を得て、適切な対応を行っている。

保育方針は明文化されていますが、保育計画は作成に向
けて準備を進めています。子どもも、保護者も安心して過
ごせる保育園を目ざして日々保育に取り組んでいます。
保育計画は職員がかかわり、平成２０年度中に作成する態
勢があります。

Ⅳ－１－（２）－① 登所時や保育中の子どもの健康管理は、マ
ニュアルなどがあり子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施して
いる。

Ⅳ－１－（２）－③ 感染症発生時に対応できるマニュアルがあ
り、発生状況を保護者、全職員に通知している。

Ⅳ－１－（２）－② 健康診断（内科、歯科）の結果について、保
護者や職員に伝達し、それを保育に反映させている。

６か月ごとに、栄養士・看護師・担任・保護者の四者で
面談を実施し、子ども一人ひとりの状態に応じて除去食・
代替食の提供を行っています。誤食のないよう、提供方法
に何重ものチェックをする工夫をしています。

ａ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

健康診断は、年齢に応じて適切に行われています。事前
に保護者から医師への質問事項を受け付けており、健康診
断の結果は基本的に文書で伝えますが、必要に応じて保護
者に口頭で直接伝えています。

園と嘱託医との連携が図りやすく、子どもの健康や感染
症などについて相談をしています。

喫食状況は、保育士が細かくその日の喫食状況を記録し
ており、盛り付けや食器の使い方を含め、栄養士と保育士
が連携を図り、調理の工夫に努めています。

栄養士は３歳未満児クラスを中心に食事の様子を見てい
ます。３・４・５歳児もできるだけ様子を見るよう努め、
今後は調理員もいっしょに食べる機会をもちたいと考えて
います。

保護者対象に嗜好調査を実施し、献立のみならず、家庭
での子どもの食習慣の把握にも努めています。嗜好調査の
結果は「食育だより」などで伝えています。毎月発行する
「食育だより」は具体的でわかりやすく作成してありま
す。

誕生会に参加をした保護者に試食をしてもらい、アン
ケートを実施しています。試食会時にはレシピの紹介や栄
養バランスガイドの説明を行っています。レシピは自由に
持ち帰ることができ、離乳食のレシピは離乳段階ごとに用
意しています。

感染症防止マニュアルがあり、定期的に見直しをしてい
ます。看護師は、消毒方法や手洗いなど常に保育士に伝
え、感染症防止に取り組んでいます。

感染症流行時や発症した場合は、保護者の目に留まりや
すい所に掲示をしています。

感染症については、職員会議の中で看護師から随時伝え
ており、緊急の場合は、職員連絡ノートに記載していま
す。

食育担当者を決めてあり、食育計画をもとに系統だって
食育に取り組んでいます。各保育室とも、落ち着いた雰囲
気で食事ができるように配慮され、食堂で食べたり、異年
齢で食事をしたりしています。食堂からは調理室の様子を
見ることができます。

クッキング保育や「ふたば畑」で子どもが収穫した野菜
を食材に利用しています。

項目別評価結果・評価コメント

ａ

年間指導計画は年度末に評価・反省をしています。月間
指導計画は、毎月担任が評価・反省を行い、翌月の指導計
画を作成し、主任・園長の助言を得ています。週案につい
ても、同様に評価・反省が行われています。

来年度、年間指導計画は期ごとに行う予定です。

健康管理に関するマニュアルがあり、看護師・栄養士・
調理師・保育士が連携を取りながら、子ども一人ひとりの
状態に応じて健康管理を行っています。職員がその日の子
どもの健康状態を口頭と文書で共有できるしくみがありま
す。

看護師は１日に３回巡回し、詳しく保育士から情報を得
つつ、子どもの様子を把握しています。子どもの体調の変
化を保護者に適切に伝えるしくみがあり、伝え方にも配慮
をしています。

ａ

ａ



評価基準 評点 コメント

Ⅳ－１-(3) 保育環境
10

11

Ⅳ－１-(4) 保育内容
12

13

14

15

16

17

18Ⅳ－１－（４）－⑦ 性差への先入観による固定的な観念や役割分
業意識を植え付けないよう配慮している。 園では、遊び、持ち物や服装などで性別による区別はし

ていません。男の子も女の子も０歳児の世話をしたり、ま
まごとあそびを楽しんだりしています。保護者にも、無意
識の言動について気づいてもらえるよう声かけをしていま
す。

ａ

Ⅳ－１－（４）－⑥ 子どもの人権に十分配慮するとともに、文化
の違いを認め、互いに尊重する心を育てるよう配慮している。

ａ

Ⅳ－１－（４）－⑤ 遊びや生活を通して人間関係が育つよう配慮
している。

ａ

子ども同士のけんかでは、双方の子どもの話をよく聞い
ています。異年齢で散歩に出かけたり、遊戯室で異年齢で
遊んでいます。また、日常も午睡などの場面でごく自然に
異年齢交流が行われています。毎月の歌を決めて、誕生会
のときに全園児で歌っています。

子どもが自分の思いを伝えられるよう、保育士は子ども
の発達に応じて代弁をするなどの配慮をしています。

子どもへの対応や言葉づかいについては、職員会議で取
り上げて話し合い、共通認識を持つようにしています。

保護者が外国人で、日本語の理解が難しい場合には個別
対応を図っています。保護者同士も話しかけてもらえるよ
うに、園から働きかけています。

ａ

Ⅳ－１－（４）－③ 子どもが自発的に活動できる環境が整備され
ている。

ａ

Ⅳ－１－（４）－④ 身近な自然や社会とかかわれるような取り組
みがなされている。

ａ

Ⅳ－１－（４）－② 基本的な生活習慣や生理現象に関しては、一
人ひとりの子どもの状況に応じて対応している。

Ⅳ－１－（４）－① 子ども一人ひとりへの理解を深め、受容しよ
うと努めている。

Ⅳ－１－（３）－① 子どもが心地よく過ごすことのできる環境を
整備している。

ａ

ａ

Ⅳ－１－（３）－② 生活の場に相応しい環境とする取り組みを
行っている。

天気がよければ、週２，３回は散歩に出かけ、特に園周
辺の公園ではよく遊んでいます。散歩先の公園で思い思い
に遊んだり、どんぐりを拾うなど自然と触れ合う機会を
もっています。また、子育て支援センターで遊んだり、図
書館に行っています。

「ふたば畑」と呼んでいる広めの畑があり、１年を通し
て様々な野菜を栽培し食育につなげています。

保育室は、子どもが落ち着いて好きな遊びができるよう
にコーナーが作られています。保育室により、常設の遊び
のコーナーづくりが難しい場合は、保育士が工夫をして好
きな遊びができるようにしています。牛乳パックやペット
ボトルなどを利用した手作りおもちゃや入れ物も用意し、
子どもが自分の作品や拾ってきた木の実などを大事にし
まっておくことができるようにしています。

今後も、より子どもが主体的に遊べるような環境設定を
期待します。

園では、「あいさつ」を大事にしており、標語にも掲げ
て保護者にも呼びかけています。子どもたちも元気にあい
さつをしています。

基本的生活習慣は、自分でやりたいという気持ちを大切
にして進めており、保育参観時も園で大事にしている観点
を保護者に伝えています。

トイレット・トレーニングは家庭と連携を図って、子ど
も一人ひとりのリズムに合わせてあせらず進めています。

衛生・掃除計画が作成され、清掃は１日２回行われてお
り、屋内・外ともに清潔に保たれています。玩具の消毒や
寝具の乾燥も定期的に行われています。全保育室が床暖房
で、加湿にも配慮をしたり、換気も適宜行われています。

園全体で子どもを見ていこうという姿勢があり、朝・夕
に職員の打ち合わせの時間をもち、子どもや家庭の状況を
常に全職員が把握できるように努めています。

保育士はスキンシップを大事にしており、調査時も子ど
もを抱っこしたり、子どもの話をじっくりと聞いたりする
姿を見ました。

子どもへの対応や言葉かけについて気づいたことがあっ
た場合は、朝礼・終礼・職員会議などで振り返る機会を
もっています。

各保育室は、食事と午睡の空間を分け、それぞれレイア
ウトの工夫をしています。低年齢の保育室は、小集団で遊
べるように工夫をしています。子どもの状態により看護師
が別室で対応したり、遊戯室で遊んだりするなど、気分転
換の場所も確保しています。

園庭にはアスレチック、砂場、鉄棒、サッカーゴールな
どがあり、てんでに身体を動かして遊んでいます。また、
外部講師による体操教室があり、なわとびや鉄棒などに積
極的に取り組んでいます。

ａ



評価基準 評点 コメント
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Ⅳ－２ 子育て支援

Ⅳ－２－（１） 入所児童の保護者の育児支援
22

23

24

25

26

Ⅳ－２－（２） 一時保育
27

障害児保育は担任だけでなく、職員全体でかかわるとい
う姿勢で取り組んでいます。保護者との連携を取り、職員
が子どもの対応について共有し、その子どもの特性に合わ
せて保育を行っています。必要に応じて関係機関に相談し
たり助言を求めたりしています。

Ⅳ－１－（４）－⑩ 障害児保育のための環境が整備され，保育の
内容や方法に配慮がみられる。

ａ

ａ

日常の保護者との情報交換は、送迎時の会話と「連絡
ノート」により行われています。遅番担当の保育士は保護
者と個別対応し、保護者に子どもの様子を伝えるよう努め
ています。

個別面談は年１回行っています。「クラスだより」を年
６回発行するほか、時間外保育の様子を伝えるために、
「時間外だより」も発行しています。

ａ

０歳児保育室は、食事、遊び、午睡の空間を区切って落
ち着いて過ごせる環境となっています。離乳食は栄養士・
保育士・保護者で面談をし、家庭と連携を図りながら進め
ています。睡眠は子ども一人ひとりのリズムに合わせてと
ることができるよう配慮をし、睡眠時の呼吸や子どもの様
子の確認は慎重に行っています。１，２歳児も呼吸チェッ
クを行っています。

保育士は一人ひとりの子どもとのスキンシップを大事に
しています。おとなしい子どもにも気を配ってかかわるよ
うに共通認識をもっています。

Ⅳ－１－（４）－⑨ 長時間にわたる保育のための環境が整備さ
れ、保育の内容や方法に配慮がみられる。 延長保育時間も固定した職員を配置するように努め、０

歳児は保育時間修了まで０歳児保育室で過ごすようにして
います。担任と非常勤職員は連携を取り、職員間の引き継
ぎは「連絡ノート」に活用し、適切に行うよう努めていま
す。

また、非常勤会議を必要に応じて行い、子どもの対応な
ど共有できるように努めています。

時間外保育の様子を伝えるために、「時間外だより」を
発行しています。

ａ

Ⅳ－１－（４）－⑧ 乳児保育のための環境が整備され、保育の内
容や方法に配慮がみられる。

ａ

Ⅳ－２－（２）－① 一時保育は、一人ひとりの子どもの心身の状
態を考慮し、通常保育との関連を配慮しながら行っている。

Ⅳ－２－（１）－⑤ 虐待を受けていると疑われる子どもの保護者
への対応について、児童相談所などの関係機関に照会、通告を行う
体制が整っている。

Ⅳ－２－（１）－③ 子どもの発達や育児などについて、懇談会な
どの話し合いの場に加えて、保護者と共通理解を得るための機会を
設けている。

Ⅳ－２－（１）－④ 虐待を受けていると疑われる子どもの早期発
見に努め、得られた情報が速やかに所長まで届く体制になってい
る。

Ⅳ－２－（１）－① 一人ひとりの保護者と日常的な情報交換に加
え、個別面談などを行っている。

Ⅳ－２－（１）－② 家庭の状況や保護者との情報交換の内容が必
要に応じて記録されている。

こども家庭支援センターなど、必要に応じて相談・連絡
が取れる体制が整っています。

－ 非該当

怪我、病気の記録は看護師が記録をしています。家庭の
状況や保護者との情報交換の内容は、必要に応じて「発達
記録」の特記事項や個別指導計画に記録しています。

ａ

虐待防止・対応マニュアルがあります。着替えのときな
ど、日常の子どもの様子に気を配っており、虐待を疑う場
合があれば、その情報は速やかに園長まで報告される体制
が整っています。

ａ

ａ

保育参観・保育参加は年２回行われています。クラスご
とに、保育参観・保育参加の観点を保育士から保護者に伝
えています。

懇談会は年２回行われ、参加できなかった保護者には
「クラスだより」を活用して、子どもの成長の様子を伝え
ています。


